
2005 年 8 月アルゼンチンの経済情勢 

２００５年９月作成 

在アルゼンチン大使館 

 

１．概要 

（１）６月の経済活動指数は冴えなかったが、７月の消費は復調したほか、７月の生産も

やや復調を示し、市場見通しでは、今年の成長率は 7.5％と見られている。 

（２）８月の消費者物価指数は、前月比 0.4％の上昇に留まったが、飲食料品は同 1.4％

の上昇となり、先月に引き続き、政府による物価上昇の抑制を図る動きが見られた。 

スト及び賃金引上げ等も先月に引き続き相次いだ一方、雇用・賃金ともに増加が続いた。 

（３）ラバーニャ経済相はドル高政策の堅持を度々表明した。一方、８月中旬以降、海外

からの投資資金の流入が一服したことなどもあり、為替レートはペソ安方向へやや戻し、

中銀によるドル買い介入の規模も落ち着いた。 

 中銀は、中銀債である Lebac 債発行等により、過剰流動性の解消を図ったが、期間の短

い債券の割合が増えており、8月末のマネタリーベースも前月に比べやや増加した。 

 銀行部門は、経済危機時の定期預金の凍結に伴う債務の支払いが完了する一方、預金・

貸出ともに引き続き増加するなど、全体として正常化に向かっている。 

 ８月の税収は前年比 21.2％増と好調を維持し、７月のプライマリー財政収支も前年比

10.9％増と堅調に推移した。 

（４）７月の貿易は、輸出の増加が続く一方、輸入が鈍化したことから、今年最高の貿易

黒字額となった。一方、８月の対ブラジル貿易は、過去最高の赤字額を更新した。 

 ブラジルからの履物及び中国からの玩具の輸入急増を対象にしたと見られる両製品の輸

入制限措置が発表された。 

 

２．経済の主な動き 

（１）投資・エネルギー関係 

（イ）16 日、キルチネル大統領は、公共事業のコスト削減及び公共事業への民間投資を促

進するための２つの政令に署名した。１つは、企業が政府に提案した公共事業計画が採用

された場合、入札時に当該企業を有利に取扱うというもの。もう１つは、政府が民間企業

とリスク及び収益を共有した方が望ましいと判断した公共事業について、民間資本を参加

させるというもの。 

（ロ）17 日、キルチネル大統領は、競争擁護法の修正法案を議会に提出した。競争擁護審

査会を設置し、企業の買収・合併を承認・却下する権限を与えた上で、公共事業・防衛産

業などの案件については経済大臣に最終的な決定権を付与するというもの。 

（ハ）８日、アルゼンチン石油・ガス研究所は、アルゼンチンの石油・ガス生産等につい

ての発表を行った。05 年上半期の石油生産は、98 年以来引き続き減少し、前年同期比 3.6％

 1



減の 20 百万㎥（68 万バレル/日）となった。天然ガス生産は、02 年以来初めて減少し、同

2.0％減の 254 億㎥（14 万㎥/日）となった。また、04 年の石油埋蔵量は前年比 7.2％減の

393 百万㎥、天然ガス埋蔵量は同 9.4％減の 5534 億㎥となった。 

（二）29 日、ＴＧＮによるガスパイプラインの拡張工事が開始され、輸送能力は年内に 180

万㎥/日増強される予定。また、ＴＧＳによる拡張工事も７月に開始されており、輸送能力

は 290 万㎥/日増強される予定。 

 

（２）物価・賃金関係 

（イ）24 日、ラバーニャ経済相は、牛肉の供給量を増やし、牛肉価格の抑制を図るため、

11 月以降 180 日間、300 キロ未満の牛の屠殺を禁止することを発表した。 

 また、経済省と牛肉業界は、牛肉価格抑制のための新規合意の締結に向けて交渉を進め

ている。 

（ロ）今月も労働組合によるストが相次いだ。鉄道職員、病院職員、議会職員、製粉業労

働者、トラック運転手、沿岸漁船員などによるストが行われた。 

（ハ）10 日、パンプローナ国防相は、８万人の現役軍人を対象に 25％の賃金引上げを行う

ことを発表した。7月に遡及して実施される。 

 17 日、金属工業労組と金属工業会は、賃金を来年１月までに段階的に 17％程度引き上げ

ることで合意した。対象者は約 14 万人に上る見込み。 

 19 日、医療労組と製薬業界は、賃金を７月と来年 1月の２段階で 20～25％程度引き上げ

ることで合意した。対象者は 2万人に上る見通し。 

（二）19 日、キルチネル大統領は、９月から家族手当の支給対象上限を引き上げる政令に

署名した。対象者は約 100 万人で、年 2.9 億ペソの支出増となるが、社会保障制度の独自

財源である雇用主負担金で賄われる。 

 

（３）金融・財政関係 

（イ）ラバーニャ経済相は、様々な機会に、ドル高政策の堅持を表明するとともに、賃金

上昇と生産性向上及び雇用増大の同時進行の必要性を強調した。また、30 日、レドラド中

銀総裁も外貨準備の最適水準は現在の約 250 億ドルを上回る 320 億ドルであると述べ、ド

ル買いを続ける姿勢を示した。 

（ロ）31 日、キルチネル大統領は、満期が 365 日以上の定期預金を証券市場で取引できる

ようにする政令に署名した。換金性を高めて長期の預金を促進し、長期の貸出を増やす狙

いがある。 

（ハ）２日、中銀は、初めてとなるドル建ての中銀債 Lebac 債３億ドルの入札を行ったが、

翌日入札が予定されていたドル建て国債 BODEN2012 債の方が魅力的と見られたため、応札

は５千万ドル、落札は２千万ドルにとどまった。 

３日、政府は、７月に続くドル建て国債 BODEN2012 債５億ドルの入札を行い、外資系銀
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行を中心に発行額の約３倍の応札があったが、市場での利回りを上回る応札には応じなか

ったため、実質年率利回り 7.84％で 3.5 億ドルが発行されることになった。政府は、この

結果、８月に期限を迎える債務の支払いは手当てされたとする一方、９月に新たな国債の

発行を計画していることを認めた。 

中銀は、中銀債である Lebac 債発行などにより、為替介入等による過剰流動性の解消を

図っているが、経済省の方針に従い、物価調整付債券の発行を控えている上、ドル建て債

券の発行が不調に終わり、また、金利上昇を招く応札にも応じない姿勢を示していること

から、期間の短い債券の割合が増えている。30日に入札が行われたLebac債の落札結果は、

満期が全て 189 日以下となり、うち 80％は満期が 42 日及び 84 日であった。 

（二）22 日、銀行は、定期預金の凍結（corralón）に伴い発行した Cedros 債の最後とな

る 5.3 億ペソの支払いを行い、凍結された預金 550 億ペソの支払いを終えた。 

 31 日、銀行は、経済危機の際に受けた中銀からの資金援助 165 億ペソのうち、14.4％に

当たる 24 億ペソを返済した。うち、18 億ペソは BBVA Banco Francés によるものであり、

同行は中銀資金を完済したことになる。 

 一方、今年に入っても預金引出制限に伴う損害賠償訴訟（amparo）が続いており、1 月

から７月までに 6.9 億ペソの支払い命令が出され、一月平均約 1億ペソの支払いが銀行に

生じている。 

 

（４）通商関係 

（イ）16 日、連邦歳入庁は、玩具、繊維、履物の輸入を制限するため、これらの製品を取

り扱う税関を限定することを発表した。 

 また、30 日、ラバーニャ経済相は、履物と玩具の輸入について、輸入の自動許可を行わ

ないことを発表した。 

（ロ）18 日、政府は、ブラジル政府とともに、両国のタオル製造業者及び米生産者に対し、

相手国側と交渉を行い、貿易摩擦解消に努めるよう通告した。 

 

３．経済指標の動向 

（１）経済活動全般 

６月の経済動向指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同期比で 8.6％増、前月比で 0.1％増と

冴えなかった。物価上昇率が高かったことなどにより消費・生産ともに冴えなかったため

と見られる。 

しかし、４・５月が好調だったことから、上半期の累計では前年同期比で 9.0％の増加

となった。また、中銀が民間エコノミストの予測を集計し発表している市場見通しＲＥＭ

（9/8 発表）では、今年の成長率は 7.5％と見られている。 

 

（２）消費 
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（イ）７月のショッピングセンター及びスーパーマーケット売上高（ＩＮＤＥＣ発表）は、

前年同期比でそれぞれ 16.0％増、8.0％増、前月比ではそれぞれ 0.1％減、1.1％増となり、

前月比 1.0％の物価上昇にもかかわらず復調を示した。賃金の引上げとそれに伴うボーナ

スの増加などが影響したと見られている。 

（ロ）７月の公共サービス消費は、前月比では 3.1％減少したものの、前年同月比では

17.4％増加した。前月比では、冬休みの影響により、道路通行料が 3.1％増加したほかは、

電気・ガス・水道が 5.8％減少するなど、全般的に減少した。前年同月比では、特に携帯

電話が 90.6％増と大きく伸びたほかは、伸びは比較的緩やかだった。 

（ハ）自動車協会（ＡＤＥＦＡ）が発表した８月の自動車販売台数は 39,723 台、前年同月

比で 40.9％増、前月比では 19.8％増となり、経済危機後最多となった。 

 

（３）工業生産・建設活動 

（イ）７月の工業生産指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 6.7％増、前月比 0.1％増と

なり、前月に比べやや復調を示した。自動車は前年同月比 33.2％増、タイヤは同 23.6％増、

セメントは同 23.3％増などと好調だった。 

７月の稼働率は、72.1％となり、前月に比べ 0.9％ポイント上昇した。特に、基礎金属

は 95.1％、石油精製、繊維、製紙は 80％超と、高水準が続いている。 

８月の見通しは、内需については、66.7％の企業が安定的、25.9％が上昇すると見てい

る。輸出については、63.5％が安定的、32.7％が上昇すると見ている。輸入については

79.2％が安定的、17.0％が上昇すると見ている。 

（ロ）７月の建設活動指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前月比では 0.4％減となったものの、

前年同月比で 10.7％増となり、引き続き史上最高だった 1998 年以来の水準を維持してい

る。前月比で減少したのは、季節要因によると見られる。 

 ８月の見通しについては、主に公共工事を手掛ける企業は、47.9％が上昇、47.9％が変

化しないと見ている一方、主に民間工事を手掛ける企業は、24.0％が上昇、72.0％が変化

しないと見ている。 

（ハ）自動車協会が発表した８月の自動車生産台数は 29,959 台、前年同月比 27.1％増、

前月比 8.1％増となり、経済危機後最多となった。国内消費が好調だった上、輸出も、前

年同期比で 42.5％増、前期比で 7.6％増の 18,019 台と好調だったことによる。 

 

（４）物価・雇用 

（イ）８月の消費者物価指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前月比で 0.4％の上昇に留まり、１

～８月の消費者物価指数は累計で 7.7％の上昇に留まった。季節要因により衣類が前月比

1.3％、娯楽費が同 2.9％低下したことなどによる。一方、飲食料品は同 1.4％の上昇とな

り、中低所得者層への影響も大きいことから、政府は、牛肉価格抑制のための新規合意の

締結に向けて交渉を進めるなどしている。 
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季節性の大きいもの及び価格規制を受けているものを除いた残余消費者物価指数は、前

月比 0.9％上昇し、１～８月の累計で 9.3％の上昇となった。 

また、卸売物価指数は前月比 1.3％の上昇となった。原油及びガスが 0.69％ポイント、

飲食料品が 0.21％ポイントの上昇要因となった。 

市場見通しＲＥＭでは、今年の物価上昇率は 10.9％と見られている。 

（ロ）2005年第２四半期の失業率（ＩＮＤＥＣ発表）は、前期比で0.9％ポイント減の12.1％

となった。一方、週労働時間が 35 時間以下の準失業率は、前期比で 0.1％ポイント増の

12.8％となった。 

 市場見通しＲＥＭでは、今年の失業率は 10.9％と見られている。 

 また、７月の民間正規雇用者数（労働省発表）は前年同月比 8.9％増、前月比 0.5％増と

なり、33 ヶ月連続の増加となった。 

（ハ）７月の給与指数は、前月比 1.64％増となった。2001 年第４四半期を 100 とすると、

今年７月は 148 ポイントとなり、登録民間部門が 174 ポイント、非登録民間部門が 124 ポ

イント、公共部門が 120 ポイントとなった。 

 市場見通しＲＥＭでは、今年の賃金上昇率は 14.0％と見られている。 

 

（５）金融 

（イ）７月はアルゼンチン国債に対する多くの投資資金が海外から流入したが、７月に物

価調整付国債の価格が 20％上昇したことなどにより一定の投資利益が確保された上、７月

の物価上昇率が予想を下回り、米国債利回りも上昇したことなどから、８月中旬以降、海

外からの投資資金の流入は一服した。この結果、８月中旬以降、為替レートはペソ安方向

へやや戻し、中銀によるドル買い介入の規模も落ちついた。８月末の外貨準備高は微増の

253 億ドルとなった。 

（ロ）アルゼンチン国債に対する海外からの投資資金の流入が減少したことなどにより、

８月は多くの国債価格が低下した。ＪＰモルガン社発表のカントリーリスク指数であるＥ

ＭＢＩ＋もやや上昇し、８月末時点で 439 ポイントとなった。一方、メルバル指数は 4.91％

上昇し、８月末時点で 1582 ポイントとなった。 

（ハ）７月末のマネタリーベースはやや増加して 555.29 億ペソとなり、第３四半期の目標

値である上限 539.80 億ペソ、下限 498.99 億ペソの上限を上回っている。中銀は、中銀債

である Lebac 債発行などにより、過剰流動性の解消を図っているが、期間の短い債券の割

合が増えている。 

（二）経済回復に伴い、預金残高は着実に増加してきており、貸出残高も増加してきてい

る。 

 

（６）財政 

（イ）経済省が発表した７月のプライマリー財政収支は、前年同月に比べ、歳入が 14.5％
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増加する一方、歳出が 10.7％の増加に留まった結果、前年同月比で 10.9％増となる約 18

億ペソの黒字となった。この結果、今年１月から７月までのプライマリー財政黒字の合計

額は約134億ペソとなり、今年の黒字目標額である145億ペソの90％を超えたことになる。 

（ロ）経済省が発表した８月の税収は、前年同月比で 21.2％増加し、10,258 百万ペソとな

った。経済の好調などにより、法人及び個人に係る所得税収が前年同月比 26.2％増の 2,194

百万ペソ、付加価値税収が同 14.7％増の 3,288 百万ペソ、輸出税収が同 41.0％増の 1,249

百万ペソ、社会保障雇用主負担金が 34.5％増の 1052 百万ペソなどとなった。 

 

（７）貿易 

（イ）７月の貿易（ＩＮＤＥＣ発表）は、輸出が前年同月比 18％増の 3,571 百万ドルとな

った一方、輸入が同 19％増の 2,349 百万ドルに留まった。この結果、貿易黒字は同 16％増

の 1,222 百万ドルとなり、大豆の収穫のあった５月を上回り、今年最高となった。 

輸出の増加は、中国向け大豆等の油糧種子、スペイン・イタリア・カナダ向け圧板及び

ブラジル・カナダ・エジプト向けの継目なし鋼管などの一般金属製品の輸出が増加したこ

となどによる。輸入の伸びが鈍化したのは、これまで好調だった携帯電話機、商用車など

の輸入が減少したことなどによる。 

（ロ）８月の対ブラジル貿易は、輸入が前年同月比 37％増の 940 百万ドルとなる一方、輸

出が同 17％増の 554 百万ドルに留まったことから、貿易赤字は同 82％増の 386 百万ドルと

なり、過去最高を更新した。 
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（１）経済活動全般

民間消費政府消費固定投資 輸出 輸入
百万ペソ 前期比 ％ 前年比 ％ 前年比 ％ 前年比 ％ 前年比 ％ 前年比 ％ 前年比 ％ 前期比 ％ 前年比 ％

312.580 ▲ 10.9 ▲ 14.4 ▲ 5.1 ▲ 36.4 3.1 ▲ 50.1 04年  6月 0.8 9.0
375.909 8.8 8.2 1.5 38.2 6.0 37.6 7月 0.9 7.4
447.643 9.0 9.5 2.7 34.4 8.1 40.1 8月 1.2 10.2

3.0 5.4 3.2 ▲ 0.2 21.7 5.1 15.0 9月 0.9 8.7
2.2 7.7 7.0 3.7 33.1 7.9 36.2 10月 0.8 7.4
3.4 10.2 10.4 1.9 44.9 5.4 46.2 11月 1.2 10.8
3.0 11.7 11.9 0.3 48.9 5.5 51.7 12月 0.4 9.7
2.0 11.3 11.7 0.8 50.3 7.7 55.8 05年  1月 0.4 8.7
1.3 7.1 8.3 ▲ 0.8 36.8 ▲ 0.2 42.5 2月 0.0 8.2
3.0 8.7 8.9 4.1 33.6 9.2 38.2 3月 0.5 7.2
2.6 9.3 9.4 6.5 23.6 16.5 28.9 4月 0.9 10.1
0.5 8.0 8.0 4.1 13.9 18.8 16.2 5月 0.7 10.6

6月 0.1 8.6
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（２）消費

前期比 ％ 前年比 ％ 前期比 ％ 前年比 ％ 前期比 ％ 前年比 ％ 前期比 ％ 前年比 ％ 前期比 ％ 前年比 ％

5.9 11.8 ▲ 53.4

39.8 9.6 89.0

33.5 10.3 100.4

04年 7月 6.6 33.8 ▲ 4.0 19.9 9.2 14.2 0.5 6.8 ▲ 2.2 89.0
8月 ▲ 11.7 21.3 3.1 19.8 ▲ 2.4 6.6 1.8 8.2 3.6 89.2
9月 ▲ 6.3 34.6 3.5 21.5 ▲ 5.3 12.3 ▲ 1.4 4.8 ▲ 3.8 44.5

10月 25.2 38.0 ▲ 1.1 18.5 13.3 16.5 1.8 5.7 ▲ 3.0 54.4
11月 ▲ 10.8 24.5 5.2 21.8 ▲ 9.3 5.3 ▲ 0.1 6.2 1.6 49.6
12月 56.9 30.3 ▲ 1.5 15.1 39.1 15.6 4.0 9.4 6.3 52.5

05年 1月 ▲ 38.0 34.7 3.3 16.6 ▲ 22.8 14.4 ▲ 0.6 9.2 11.9 44.0
 2月 ▲ 14.4 19.0 ▲ 2.0 16.0 ▲ 5.9 6.9 ▲ 0.2 6.2 ▲ 14.7 33.8

3月 29.1 31.6 1.9 17.6 12.8 16.1 0.2 5.6 28.9 40.8
4月 10.1 28.2 ▲ 1.0 9.0 ▲ 0.4 14.3 ▲ 2.0 1.9 ▲ 3.4 35.7
5月 ▲ 0.7 20.3 3.4 12.3 ▲ 2.8 11.6 5.4 8.3 ▲ 0.4 21.2
6月 6.9 23.7 0.5 11.5 0.8 15.5 ▲ 2.0 7.3 3.6 26.1
7月 15.1 33.6 ▲ 0.1 16.0 10.8 17.3 1.1 8.0 ▲ 4.0 22.1
8月 19.8 40.9

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ売上高 ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ売上高
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（３）工業生産・建設活動

乳製品 植物油 織物 石油精製 セメント 粗鋼
前期比 ％ 前年比 ％ 前年比 ％ 前年比 ％ 前年比 ％ 前年比 ％ 前年比 ％ 前年比 ％ 前期比 ％ 前年比 ％ 前期比 ％ 前年比 ％

▲ 10.6 ▲ 18.5 13.8 - ▲ 3.9 ▲ 27.6 6.4 ▲ 28.3 ▲ 32.3

16.2 ▲ 10.6 12.7 - 3.9 31.3 14.6 37.8 6.4

10.7 21.1 ▲ 1.3 - 2.2 15.6 1.2 19.9 53.5

04年 7月 ▲ 0.2 9.8 24.4 ▲ 2.9 12.5 4.3 13.0 2.1 1.5 20.0 ▲ 5.6 74.7
8月 1.2 10.5 32.5 0.7 9.6 2.0 9.5 ▲ 2.4 ▲ 5.1 16.4 11.2 53.5
9月 0.7 10.9 22.2 ▲ 6.8 15.1 9.2 11.1 0.3 5.6 14.6 8.8 56.9

10月 0.2 7.8 18.1 ▲ 6.2 11.9 8.3 3.1 5.7 0.2 10.4 ▲ 0.7 52.3
11月 0.8 8.4 20.3 ▲ 1.5 9.7 ▲ 7.6 5.4 11.2 0.6 9.1 13.4 48.7
12月 1.7 9.6 17.3 ▲ 1.9 7.2 5.3 18.3 7.9 2.8 13.8 ▲ 21.0 69.3

05年 1月 0.3 7.0 12.0 ▲ 6.0 0.4 ▲ 5.9 20.0 5.9 0.0 11.2 ▲ 5.5 79.3
2月 ▲ 0.6 4.8 6.2 5.2 3.3 8.6 5.1 2.2 ▲ 1.1 5.1 ▲ 40.3 ▲ 9.1
3月 2.1 5.6 8.2 4.1 10.8 0.1 11.6 10.9 ▲ 2.2 0.2 117.1 25.9
4月 ▲ 0.6 10.3 12.2 10.6 7.3 ▲ 0.9 27.0 14.3 6.5 13.3 ▲ 1.3 34.3
5月 1.0 8.3 7.3 8.1 12.2 ▲ 3.5 26.4 14.5 2.2 8.9 ▲ 3.3 24.0
6月 ▲ 0.5 6.3 5.2 8.0 8.8 ▲ 4.4 12.7 9.1 1.6 12.7 ▲ 0.4 18.2
7月 0.1 6.7 2.8 16.6 8.9 ▲ 7.6 23.3 5.0 ▲ 0.4 10.7 4.3 30.7
8月 8.1 27.1

自動車生産台数工業生産指数 建設活動指数
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（４）物価・雇用

財 サービス
前期比 ％ 前年比 ％ 前期比 ％ 前期比 ％ 前期比 ％ 前年比 ％ 前期比 ％ 前年比 ％ 前期比 ％  ％  ％

41.0 118.0 204.5 02年 10-12月期 20.8 18.9
3.7 2.0 ▲ 11.4 03年    1-3月期 20.4 17.7
6.1 7.9 7.1 4-6月期 17.8 17.8

04年 8月 0.3 5.3 0.8 ▲ 0.4 2.4 10.6 2.1 8.2 0.88 7-9月期 16.3 16.6
9月 0.6 5.9 0.9 0.2 0.2 11.2 ▲ 0.6 7.2 0.32 10-12月期 14.5 16.3

10月 0.4 5.7 0.3 0.6 0.6 11.3 ▲ 0.2 8.1 0.12 04年    1-3月期 14.4 15.7
11月 0.0 5.4 ▲ 0.1 0.2 ▲ 1.2 8.7 0.4 8.6 0.40 4-6月期 14.8 15.2
12月 0.8 6.1 0.7 1.1 0.9 7.9 1.2 7.1 0.47 7-9月期 13.2 15.2

05年 1月 1.5 7.2 0.6 3.0 ▲ 1.0 7.0 ▲ 0.4 7.0 3.67 10-12月期 12.1 14.3
2月 1.0 8.1 1.1 0.8 1.1 6.8 ▲ 0.9 5.0 2.05 05年    1-3月期 13.0 12.7
3月 1.5 9.1 2.2 0.6 2.0 8.6 0.9 5.7 0.67 4-6月期 12.1 12.8

4月 0.5 8.8 0.6 0.4 1.5 9.2 ▲ 0.6 6.1 1.30
5月 0.6 8.6 0.3 1.1 ▲ 0.1 7.8 ▲ 0.2 3.6 1.53
6月 0.9 9.0 0.6 1.3 0.1 7.6 ▲ 0.7 1.0 0.88
7月 1.0 9.6 0.4 1.9 1.3 8.1 ▲ 0.1 0.1 1.64
8月 0.4 9.7 0.9 ▲ 0.2 1.3 6.9 ▲ 0.1 ▲ 2.0

給与指数 準失業率失業率消費者物価指数 卸売物価指数
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（５）金融

ﾒﾙﾊﾞﾙ ﾏﾈﾀﾘｰ ｶﾝﾄﾘｰ ｺｰﾙﾚｰﾄ
指数 ﾍﾞｰｽ ﾘｽｸ （ﾍﾟｿ翌日）

　 ペソ 百万ドル 百万ペソ 百万ペソ ％

524.95 3.39 10.516 29.151 67.356 6.358 6.25
1071.95 2.92 14.119 46.391 91.486 5.361 1.50
1375.37 2.95 19.645 52.477 113.414 4.703 2.31

04年 9月末 1142.50 2.97 18.223 47.534 110.641 5.440 2.56
10月末 1287.14 2.96 18.586 45.891 112.102 5.440 2.50
11月末 1213.09 2.93 18.943 48.675 112.642 5.194 2.38
12月末 1375.37 2.95 19.645 52.477 113.414 4.703 2.31

05年 1月末 1373.79 2.91 20.137 49.363 117.872 5.129 2.31
2月末 1558.62 2.91 20.792 49.664 117.859 4.853 2.31
3月末 1400.42 2.91 20.338 50.203 116.477 5.393 2.44
4月末 1348.35 2.90 20.904 49.845 122.343 6.293 2.69
5月末 1485.55 2.87 22.103 52.142 124.293 6.488 3.31
6月末 1367.41 2.87 23.052 51.424 124.711 462 5.44
7月末 1507.59 2.85 25.105 54.392 126.185 413 4.56
8月末 1581.65 2.89 25.251 55.529 127.551 439 4.94

（６）財政

所得税
百万ペソ 百万ペソ 百万ペソ 前年比 ％ 百万ペソ 前年比 ％ 百万ペソ 前年比 ％ 百万ペソ 前年比 ％

▲ 4.549 2.260 02年 50.476 11.2 8.919 ▲ 11.6 15.242 ▲ 0.7 5.022 9557.7
1.805 8.688 03年 72.244 43.1 14.751 65.4 20.948 37.4 9.212 83.4

11.658 17.360 04年 98.293 36.1 22.289 51.1 30.977 47.9 10.272 11.5
04年   1-3月期 2.376 3.989 04年 9月 7.976 30.4 1.500 47.2 2.759 34.6 881 19.4

6.667 7.857 10月 8.052 28.2 1.692 54.7 2.570 33.8 894 9.0
3.371 4.982 11月 8.103 26.8 1.736 26.0 2.686 34.1 817 12.7

▲ 756 532 12月 7.993 18.4 1.084 ▲ 17.3 2.662 27.9 867 21.8
04年 12月 ▲ 2.377 ▲ 2.063 05年 1月 8.803 24.0 1.729 34.9 2.970 19.3 830 29.7
05年 1月 1.455 1.643 2月 8.250 29.8 1.856 75.3 2.545 18.2 769 22.9

2月 184 1.390 3月 8.358 26.4 1.733 66.7 2.736 18.9 970 38.5
3月 891 1.235 4月 9.282 31.8 1.956 66.4 3.001 30.6 1.220 18.3
4月 1.900 2.244 5月 12.046 ▲ 2.6 3.709 ▲ 31.7 3.173 28.3 1.235 14.2
5月 649 3.307 6月 11.054 16.8 3.605 23.8 3.004 3.6 1.103 28.6
6月 769 1.804 7月 10.012 15.0 2.081 27.0 3.014 6.9 1.130 14.1
7月 1.679 1.837 8月 10.258 21.2 2.194 26.2 3.288 14.7 1.249 41.0
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（７）貿易

百万ドル 前年比 ％ 百万ドル 前年比 ％ 百万ドル
25.709 ▲ 3.1 8.990 ▲ 55.8 16.720 5.733 2.976 3.833 5.132 1.182 371
29.566 15.0 13.833 53.9 15.732 5.576 3.456 4.170 5.830 2.456 343
34.550 16.5 22.445 61.4 12.105 6.770 3.856 5.041 6.082 2.622 357

04年 7月 3.027 6.1 1.970 55.4 1.057 04年 7月 576 305 414 461 332 34
8月 2.939 24.4 2.032 78.0 907 8月 574 352 410 500 284 15
9月 2.995 25.3 2.025 52.7 970 9月 604 346 526 465 221 25

10月 2.826 16.5 1.973 36.0 854 10月 643 350 460 446 153 22
11月 3.048 24.4 2.193 64.5 856 11月 684 332 537 493 146 44
12月 2.962 20.8 2.109 38.9 854 12月 599 370 490 519 140 7

05年 1月 2.759 19.1 1.890 17.9 869 05年 1月 539 301 411 453 70 24
2月 2.578 8.1 1.862 37.3 716 2月 523 291 431 480 115 20
3月 3.030 10.7 2.200 31.1 830 3月 547 343 418 537 142 9
4月 3.559 17.1 2.379 44.1 1.180 4月 681 383 491 584 414 31
5月 3.681 8.1 2.478 38.3 1.203 5月 636 356 433 617 627 15
6月 3.416 15.9 2.724 33.6 692 6月 623 332 421 618 481 29
7月 3.571 18.0 2.349 19.2 1.222 7月 626 396 207 559 374 33

5.910 506 4.420 4.599 1.066 767
2.896 177 2.027 2.029 342 314
5.167 290 2.584 2.710 742 395
8.211 404 4.320 4.199 1.401 612

04年 7月 754 28 347 342 129 61
8月 770 34 380 361 137 56
9月 742 32 436 335 151 48

10月 743 38 370 327 158 53
11月 770 41 411 438 178 58
12月 734 37 419 431 156 55

05年 1月 707 44 326 358 152 56
2月 755 36 315 336 126 48
3月 887 46 381 377 144 66
4月 901 40 438 444 153 56
5月 982 41 445 416 151 68
6月 990 52 559 460 167 52

輸出 輸入 7月 852 44 389 427 201 56
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